














授業例３：道徳

道徳的ジレンマの実験 （Koenigs et al. 2007）
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非対面的な道徳的ジレンマ

• 暴走トロッコがこのまま進めば五人が死ぬ．

• 線路のポイントを切り替えれば，一人が死んで，五人が助
かる．

• 五人を救うために，あなたはポイントを切り替えますか？

対面的な道徳的ジレンマ

• 暴走トロッコがこのまま進めば五人が死ぬ．

• 橋の上の隣人を突き落としてトロッコにぶつければ，その
一人が死んで，五人が助かる．

• 五人を救うために，あなたは隣人を突き落としますか？

※画像はJoshua GreeneのHPより借用

道徳外：目的地に電車でなく、バスで行くか

– VMPFC損傷者（６名）

– 他の脳部位の損傷患
者（１２名）

• ただし，情動に関係あ
るとされるVMPFC，扁

桃体，島，右体性感覚
野に損傷はなし．

– 健常者（１２名）
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実験対象

実験結果
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VMPFC損傷者
他脳部位損傷者
健常者

道徳外 非対面的 対面的

授業例４ ：BMI ＢＭＩの基本的アイデア

解析装置で情報抽出

Nicolelis 2003

神経活動：
アームの伸縮に関わる情報を表現

アームを伸ばそう／曲げよう

検出・入力

出力
アームが実際に伸縮

ＢＭＩ → 「第二の身体」 16

人間によるＢＭＩ（Donoghue）

Hochberg, Donoghue et al. 2006

授業例５：広告利用される脳神経科学

脳イメージの説得力（McCabe & Castelの実験）

テレビを見ると
算数ができる
ようになる

テレビを見るときも、算
数をするときも、ともに側
頭葉の賦活が見られた。
従って、テレビを見るこ

とで算数の成績の向上
が見込まれる。
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側
頭
葉
の
活
動

評
定
値

テレビ視聴 算数

図の提示なし 棒グラフ 脳画像

説得性の評価

テレビ視聴

算数
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授業評価アンケートの作成・実施

・東京大学教養学部
・玉川大学全学部共通
・南山大学人文学部

における教養教育の授業

一般市民にとって重要な

脳神経科学の基礎的知識と
その社会的意義・影響に関する

教科書、授業用スライド

授業評価アンケートの
作成・実施

脳神経科学者
科学哲学者

応用倫理学者
の共同研究

（１）脳神経科学のどんな研究が
私たちの生活と社会にどんな
重要な影響をもたらすか

・人間観への影響
・産業化による暮らしへの影響

（２）脳神経科学は方法論的特徴

はどのようなものか

文献調査、学会参加
専門家からの教授

研究会開催

授業評価アンケートの

質問内容
質問項目数：約70個 回答時間 ：約15分間

授業評価アンケートの結果の分析
分析

・標的群と統制群の比較

統制群：脳神経科学リテラシー以外の授業の受講者

・授業前と授業後の比較

脳神経科学リテラシーの構成要素の抽出

・脳神経科学の基礎的な知識

・脳神経科学的手法の理解

・脳科学観

・脳神経科学研究の許容

・脳神経科学の実用的応用の許容

教科書改善に利用

脳神経科学リテラシーの構成要素を反映した構造化

脳神経科学リテラシーとはどんな知か

１、市民リテラシーのひとつである

市民生活に必要なマルチ・リテラシー

メディア、健康、科学、リスク、経済、法など

２、一般市民と専門家の双方向的なコミュニケーション
の成立に必要な知識と技能である

３、知識を批判的に吟味して、その信頼性や有用性を
知る「知識についての知識」である

４、社会政策や人間観の構築にとって重要な知である

５、社会への普及には脳神経科学リテラシーの専門家
の養成が必要な知である
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